
■
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
事
業

者
連
絡
会
開
催

　

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
装

置
検
査
に
係
わ
る
事
項
に
つ

い
て
、
東
京
都
か
ら
の
情
報

提
供
、
協
力
依
頼
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
各
事
業
者
か

ら
の
意
見
・
要
望
を
頂
戴
し
、

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
、
安

全
で
確
実
な
装
置
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
事
業
者
連
絡
会
」

を
、
都
内
の
届
出
製
造
・
届

出
修
理
事
業
者
お
よ
び
関
連

団
体
の　

者　

名
の
参
加

24

28

で
、
2
0
1
9
年
（
平
成　
31

年
）
2
月
5
日　

に
開
催
し

（火）

た
。

　

今
回
は
、
検
定
所
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
①
2
0
1

8
年
（
平
成　

年
）
に
発
生

30

し
た
不
適
正
事
例
（
事
例

無
）、②
装
置
検
査
の
円
滑
運

営
に
係
る
協
力
依
頼
事
項
、

③
2
0
1
9
年
度
（
平
成　
31

年
度
）
の
装
置
検
査
実
施
計

画
（
案
）
の
提
示
、
④
装
置

検
査
申
請
申
込
書
に
つ
い

て
、
⑤
事
業
者
報
告
書
の
提

出
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
お

こ
な
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
事
業
者
と

の
、
質
疑
応
答
を
途
中
で
挟

み
、
検
定
課
長
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
て
、
会

議
を
終
了
し
た
。

■
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
等
関
係

　

3
月
9
日　

日
本
計
量
会

（土）

館
に
お
い
て
「
計
量
器
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
資
格
認
定
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
関
東
エ
リ
ア
の
販
売
事

業
者
や
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す

る
精
鋭　

名
。
今
回
の
講
師

36

は
、
埼
玉
県
計
量
協
会
会
長

で
計
量
士
の
金
井
一
榮
氏
が

担
当
し
た
。
講
習
は
午
前
9

時
半
開
始
に
て
、
計
量
法
の

改
正
に
と
も
な
い
新
た
に
特

定
計
量
器
と
な
っ
た
「
自
動

は
か
り
」
の
単
元
を
追
加
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
粛
々

と
進
め
ら
れ
た
。

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

制
度
は
、（
一
社
）
日
本
計
量

振
興
協
会
と
全
国
計
量
器
販

売
事
業
者
連
合
会
お
よ
び
地

区
計
量
協
会
が
協
同
で
運
営

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
一
定

の
講
習
を
受
講
し
た
者
に

（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協

会
会
長
よ
り
資
格
認
定
書
が

交
付
さ
れ
る
。
発
足
は
1
9

7
2
年
（
昭
和　

年
）
と
半

47

世
紀
に
わ
た
る
が
、
地
域
に

よ
り
活
動
の
偏
り
が
見
ら
れ

る
た
め
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
修
正
と
研
修
時
間
の
短

縮
お
よ
び
研
修
内
容
の
統
一

化
が
適
時
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
①

「
計
量
法
の
概
要
」
②
「
自

動
は
か
り
と
計
量
法
の
規

制
」
③
「
計
量
管
理
の
概
要
」

④
「
計
量
器
の
知
識
」
⑤

「
測
定
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
」
の
5
単
元
。
い
ず
れ

も
計
量
器
販
売
に
携
わ
る
者

に
は
必
要
不
可
欠
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
講
習
の
最
後

に
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

を
お
こ
な
い
、
資
格
認
定
書

が
各
位
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

今
回
、
関
東
で
の
開
催
が

5
年
振
り
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て　

名
（
再
受
講
者
含

36

む
）
の
参
加
と
な
っ
た
が
、

今
後
当
協
会
と
し
て
、
隔
年

で
時
期
を
固
定
化
し
て
開
催

が
で
き
る
よ
う
に
、日
計
振
、

計
販
連
、
地
計
協
の
関
連
団

体
に
働
き
か
け
て
い
く
計
画

だ
。
ま
た
、
今
回
初
の
試
み

で
新
た
な
資
格
認
定
者
に
、

当
協
会
へ
の
1
年
間
無
料
体

験
入
会
を
お
勧
め
し
た
。
1

年
間
の
体
験
で
、
研
修
会
や

見
学
会
そ
し
て
情
報
交
流
を

通
し
て
、
自
身
の
さ
ら
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
て
頂

け
れ
ば
と
の
思
い
で
ご
案
内

を
し
た
と
こ
ろ
、
当
日
2
名

の
入
会
希
望
が
あ
っ
た
。
未

だ
検
討
中
の
方
は
申
込
み
締

め
切
り
を
5
月
末
日
ま
で
と

し
て
い
る
の
で
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

当
協
会
は
随
時
正
会
員
へ
の

入
会
を
受
け
付
け
て
い
る
。

正
会
員
と
な
っ
て
多
く
の
会

員
と
共
に
、
計
量
器
コ
ン
サ

ル
ン
タ
ン
ト
の
資
質
向
上
と

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「
令
和
元
年
度
定
時

総
会
の
ご
案
内
」

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
の
定
時
総
会
お
よ
び

記
念
講
演
会
を
下
記
要
領
で

開
催
す
る
。
講
演
会
終
了
後

に
懇
親
会
も
予
定
し
て
い

る
。

【
日
時
】
2
0
1
9
年
（
令

和
元
年
）
6
月　

日　

、　

14

（金）

13

時
～　

時　

分

16

30

【
場
所
】
計
機
健
康
保
険
組

合
会
館
6
階
大
会
議
室

【
内
容
】「
2
0
1
9
年
度

（
令
和
元
年
度
）定
時
総
会
」

　

時
～　

時

13

14

▽
議
案
1
＝
2
0
1
8
年
度

（
平
成　

年
度
）
の
事
業
報

30

告
・
承
認
▽
議
案
2
＝
2
0

1
8
年
度
（
平
成　

年
度
）

30

の
会
計
報
告
・
承
認
▽
議
案

3
＝
2
0
1
9
年
（
令
和
年

度
年
）
事
業
計
画
・
承
認
、

報
告
1
：
2
0
1
9
年
（
令

和
元
年
）
収
支
予
算

▽
「
記
念
講
演
会
」
＝　

時
14

　

分
～　

時　

分
、
テ
ー

30

16

30

マ
：「
計
量
管
理
と
収
益
性

改
善
」、
講
師
：
ブ
ル
ボ
ン

（
計
量
士
）
黒
坂
氏

▽
「
懇
親
会
」
＝　

時
～　

17

19

時
（
場
所
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
「
金
剛
飯
店
」）
＊
講

演
会
終
了
後
徒
歩
に
て
移
動

　

詳
細
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
者
連
絡
会
開
催

【
開
催
日
】2
0
1
9
年（
平

成　

年
）
3
月
8
日　

、　

31

（金）

13

時　

分
か
ら

30
【
出
席
者
】
届
出
製
造
・
届

出
修
理
事
業
者　

者　

名

17

20

　

開
催
概
要
は
次
の
と
お

り
。

1
、
計
量
検
定
所
長
あ
い
さ

つ
。
2
、
検
定
に
お
け
る
連

絡
事
項
・
留
意
事
項　

検
定
・

（1）

基
準
器
検
査
に
お
け
る
適
正

な
申
請
に
つ
い
て　

計
量
法

（2）

施
行
規
則
第　

条
の
修
理
の

14

基
準
の
遵
守
状
況
報
告
の
明

確
化
の
徹
底
（
①
型
式
承
認

図
書
等
と
の
適
合
確
認
お
よ

び
修
理
実
施
状
況
報
告
書
の

適
正
な
使
用
、
②
記
入
方
法

の
明
確
化
お
よ
び
可
視
化

等
）。
3
、
届
出
製
造
・
届
出

修
理
事
業
担
当
者
の
周
知
事

項　

年
度
報
告
の
提
出　

届

（1）

（2）

出
事
項
の
適
正
化
に
つ
い
て

　

計
量
法
関
係
政
省
令
改
正

（3）お
よ
び
報
告
、
届
出
等
の
様

式
に
つ
い
て
。
4
、
2
0
1

8
年
度
（
平
成　

年
度
）
に

30

み
ら
れ
た
注
意
事
例　

取
引

（1）

に
使
用
し
て
い
る
定
置
燃
料

油
メ
ー
タ
ー
の
検
定
受
検
。

5
、
質
疑
応
答
。
6
、
検
定

課
長
あ
い
さ
つ
。

　

今
後
も
、
正
確
な
計
量
器

の
供
給
に
努
め
る
こ
と
を
確

認
し
閉
会
し
た
。

■
質
量
計
事
業
者
連
絡
会
開
催

【
開
催
日
】2
0
1
9
年（
平

成　

年
）
3
月
5
日　

31

（火）

【
出
席
者
】　

事
業
者　

名

34

37

【
場
所
】
東
京
都
計
量
検
定

所
会
議
室
A

　

開
催
概
要
は
次
の
と
お

り
。

1
、
計
量
検
定
所
長
あ
い
さ

つ
。
2
、
検
定
に
関
す
る
事

項
（　

申
請
予
約
、　

申
請

（1）

（2）

書
類
等
、　

申
請
か
ら
検
定

（3）

終
了
ま
で
の
期
間
、　

連
絡

（4）

事
項
。
3
、
基
準
器
検
査
に

関
す
る
確
認（　

申
請
予
約
、

（1）

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　
（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

は
、
2
0
1
9
年
度
（
平
成

　

年
度
）
総
会
を
左
記
に
よ

31り
開
催
す
る
。

【
日
時
】
2
0
1
9
年
（
令

和
元
年
）
6
月
3
日　

、　
（月）

15

時　

分
～　

30

16

時　

分
45

【
会
場
】
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
東
館
3
階

「
翡
翠
の

間
」（
東
京
都

新
宿
区
市
谷

本
村
町
4−

1
、
電
話
0

3−

3
2
6

8−

0
1
1

1【
議
案
】　
（1）

2
0
1
8
年

度
（
平
成　
30

年
度
）
事
業
報
告
お
よ
び
同

収
支
決
算
承
認
の
件　

2
0

（2）

1
9
年
度
（
平
成　

年
度
）

31

事
業
計
画
お
よ
び
同
予
算
報

告　

役
員
の
改
選　

そ
の
他

（3）

（4）

　

会
議
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル

東
館
2
階
「
芙
蓉
の
間
」
で
、 　

時
か
ら
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を

17開
催
す
る
。
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2
0
1
8
年
度

事
業
者
連
絡
会
開
催
報
告

都計協
2
0
1
9
年
度
定
時
総
会

6
月
3
日　

、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

（月）

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

「
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資

格
認
定
講
習
会
」開
か
れ
る

　

申
請
書
類
等
、　

申
請
か

（2）

（3）

ら
基
準
器
検
査
終
了
ま
で
の

期
間
、　

連
絡
事
項
）。4
、東

（4）

京
都
質
量
標
準
校
正
事
業

（
J
C
S
S
）
に
関
す
る
事

項
。
5
、
届
出
製
造
・
届
出

修
理
事
業
担
当
か
ら
の
確
認

事
項（　

年
度
報
告
の
提
出
、

（1）

　

届
出
事
項
の
適
正
化
に
つ

（2）い
て
、　

計
量
法
関
係
政
省

（3）

令
改
正
お
よ
び
報
告
、
届
出

等
の
様
式
に
つ
い
て
）。
6
、

質
疑
応
答
。
7
、
検
定
課
長

あ
い
さ
つ
。

　

検
定
検
査
の
申
請
事
項
等

に
関
し
説
明
し
、
今
後
も
適

正
な
計
量
の
推
進
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
た
。

東
京
都
計
量
検
定
所
＝
▽
所

長
荒
木
誠
（
生
活
文
化
局
担

当
部
長
〔（
公
財
）
東
京
都
歴

史
文
化
財
団
派
遣
〕）▽
副
所

長
兼
管
理
指
導
課
長
千
葉
美

佐
子
（
総
務
部
広
報
担
当
課

長
）

【
管
理
指
導
課
】▽
主
事（
庶

務
担
当
）
吉
川
佳
香
（
都
民

生
活
部
旅
券
課
〔
調
整
担

当
〕）▽
主
事（
庶
務
担
当
）福

田
寛
（
経
理
担
当
）
▽
主
事

（
庶
務
担
当
・
岩
手
県
派
遣
）

中
川
賢
次
（
被
災
地
派
遣
）

▽
課
長
代
理
（
経
理
担
当
）

吉
田
あ
ゆ
み
（
広
報
広
聴
部

情
報
公
開
課
）
▽
主
事
（
経

理
担
当
）
森
田
將
成
（
新
規

採
用
）
▽
主
任
（
指
導
担
当
）

真
庭
徹（
検
査
課
検
査
担
当
）

【
検
定
課
】
▽
検
定
課
長
下

村
欣
也
（
検
査
課
長
）
▽
課

長
代
理
（
検
定
担
当
）
吉
田

勝
（
質
量
圧
力
計
担
当
）
▽

課
長
代
理
（
体
積
温
度
計
担

当
）
北
浦
伸
行
（
昇
任
、
主

任
〔
深
川
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
担
当
〕）
▽
主
任
（
検
定

担
当
）
大
嶋
英
行
（
検
査
課

立
入
検
査
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
担

当
）
竹
内
健
治
（
検
査
課
計

画
担
当
）▽
課
長
代
理（
質

量
圧
力
計
担
当
）
清
水
千

博
（
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

担
当
）
▽
主
任
（
質
量
圧

力
計
担
当
）松
原
秀
樹（
検

査
課
検
査
担
当
）
▽
主
事

（
質
量
圧
力
計
担
当
）
小

山
勝
弘
（
検
査
課
立
入
検

査
担
当
）
▽
主
任
（
深
川

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
担

当
）
西
塚
雄
一
（
昇
任
、

主
事
〔
管
理
指
導
課
企
画
調

都
検
定
所
人
事
異
動

（
4
月
1
日
付
発
令
）

整
担
当
〕）
▽
主
任
（
多
摩
検

定
担
当
）
金
子
啓
三
（
管

理
指
導
課
指
導
担
当
）
▽

主
事
（
多
摩
検
定
担
当
）

麻
生
謙
（
検
定
担
当
）

【
検
査
課
】
▽
検
査
課
長

齊
藤
正
樹
（
下
水
道
局
）

▽
統
括
課
長
代
理
（
計
画

担
当
）
高
田
慎
吾
（
検
定

課
検
定
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
環
境
計
量
器
検
査
担

当
）
中
村
匠
（
検
定
課
体

積
温
度
計
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
検
査
総
括
担
当
）
強
口

渉
（
検
査
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
検
査
担
当
）
尾
形
一
也

（
環
境
計
量
器
検
査
担
当
）

▽
主
任
（
検
査
担
当
）
清
水

好
巳
（
検
定
課
多
摩
検
定
担

当
）
▽
主
任
（
検
査
担
当
）

北
島
弘
貴
（
検
定
課
質
量
圧

力
計
担
当
）▽
課
長
代
理（
立

入
検
査
担
当
）及
川
史
郎（
検

査
総
括
担
当
）

《
転
出
》

▽
林
久
美
子
（
所
長
、
生
活

文
化
局
担
当
部
長
〔（
公
財
）

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
派

遣
〕
へ
）
▽
大
野
正
隆
（
副

所
長
兼
管
理
指
導
課
長
、
旅

券
課
池
袋
分
室
長〔
再
任
用
〕

へ
）

【
管
理
指
導
課
】
▽
駒
野
徹

（
課
長
代
理
〔
経
理
担
当
〕、

私
学
部
私
学
振
興
課
へ
）
▽

龍
野
裕
子
（
主
任
〔
庶
務
担

当
〕、
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
へ
）

【
検
定
課
】▽
坂
本
達
哉（
検

定
課
長
、
建
設
局
へ
）（
4
月

1
日
付
）

《
退
職
》

▽
大
野
正
隆
（
副
所
長
兼
管

理
指
導
課
長
）（
再
任
用
：
旅

券
課
池
袋
分
室
）

【
検
定
課
】▽
田
邊
明
彦（
技

能
主
任
〔
検
定
担
当
〕）
▽
堀

川
義
和
（
主
任
〔
再
任
用
：

質
量
圧
力
計
担
当
〕）▽
西
岡

孝
夫
（
主
任
〔
再
任
用
：
多

摩
検
定
担
当
〕）（
3
月　

日
31

付
）
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本
年
4
月
に
東
京
都
計
量

検
定
所
副
所
長
兼
管
理
指
導

課
長
に
着
任
し
ま
し
た
千
葉

と
申
し
ま
す
。

　

都
庁
に
入
り
、
福
祉
・
保

健
医
療
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
分
野
で
仕
事
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
計
量
行

政
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で

す
。
新
た
に
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
分
野
は
異

な
っ
て
も
、「
都
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
、
豊
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
」
と
い
う
目
標
は
共
通
す

る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
し
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
得
ら
れ

た
知
識
や
経
験
も
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
私
た
ち
の
生
活

の
様
々
な
場
面
で
あ
た
り
前

の
よ
う
に
「
は
か
る
」
こ
と

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
正
し

　

就
任
に
あ
た
り
、
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
電
気
職

と
し
て
下
水
道
設
備
の
運
転

や
電
気
工
事
、
通
信
工
事
の

職
業
訓
練
な
ど
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
工
事
現
場

で
の
各
種
環
境
表
示
に
つ
い

て
は
、職
務
を
通
じ
て
、小
売

店
等
で
の
量
目
表
示
は
、
一

消
費
者
の
立
場
か
ら
、
信
頼

の
基
に
日
々
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
計
量
器
の
検
査
業

務
に
携
わ
り
、
正
し
い
計
量

器
の
使
用
は
、
社
会
活
動
の

根
幹
で
あ
る
と
認
識
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。
本
都
に

お
き
ま
し
て
は
、
1
8
7
5

年（
明
治
8
年
）か
ら
計
量
行

政
を
開
始
し
、
正
し
い
計
量

器
の
供
給
、
使
用
や
計
量
思

想
の
普
及
に
向
け
た
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
国
は
じ

め
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜

物
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今

後
の
計
量
行
政
に
つ
き
ま
し

て
も
、
技
術
革
新
や
社
会
生

活
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
、
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
4
月
に
東
京
都
計
量

検
定
所
長
に
就
任
し
ま
し
た

荒
木
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、都
営
交
通
、文

化
、私
学
、消
費
者
な
ど
都
政

の
様
々
な
分
野
で
経
験
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
計
量
行
政
と
い
う
未

知
の
分
野
に
携
わ
る
機
会
を

頂
き
、
期
待
と
と
も
に
大
変

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お

り
ま
す
。

　

計
量
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
や
産
業
の
発
展
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
計
量

制
度
に
寄
せ
ら
れ
る
都
民
の

信
頼
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と

い
え
ま
す
。

　

わ
が
国
の
計
量
制
度
は
、

1
9
5
1
年（
昭
和　

年
）の

26

計
量
法
公
布
以
降
、
時
代
の

要
請
と
と
も
に
変
遷
を
遂
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
2
0
1

6
年（
平
成　

年
）　

月
1
日

28

11

に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
計
量

行
政
審
議
会
答
申
で
は
、
次

な
る　

年
に
向
け
た
今
後
の

10

計
量
行
政
の
在
り
方
が
示
さ

れ
、
政
省
令
が
順
次
改
正
さ

れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、今
年

5
月
に
は
、
質
量
の
単
位
の

定
義
が
1
3
0
年
ぶ
り
に
変

わ
り
ま
す
。
世
界
中
の
あ
ら

ゆ
る
重
さ（
質
量
）の
基
準
で

あ
っ
た
「
国
際
キ
ロ
グ
ラ
ム

原
器
」は
そ
の
役
目
を
終
え
、

新
し
い
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
測

り
方
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
単
位
と
科
学
の
関
係

を
見
て
取
れ
ま
す
。
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「
計
量
行
政
の
新
た
な
時
代

に
む
け
て
」

東
京
都
計
量
検
定
所
長　

荒
木　

誠
　

科
学
が
進
み
単
位
の
定
義

が
変
わ
る
一
大
転
機
を
迎

え
、
東
京
都
の
計
量
行
政
に

お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
国
や
自
治
体
、
関
係

業
界
の
皆
様
と
の
連
携
協
力

が
必
要
不
可
欠
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
計
量
行
政
の
新
た

な
時
代
に
向
け
、
皆
様
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

い
計
量
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

に
対
す
る
、
こ
の
よ
う
な
信

頼
を
も
と
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
計
量
法
の
も

と
、
様
々
な
施
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
や
消
費
者
に
は
、

ま
ず
こ
の
よ
う
な
計
量
の
大

切
さ
を
理
解
し
適
切
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
様
々
な
場
面

を
捉
え
て
説
明
し
理
解
を
得

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
行
政
職
員

に
お
い
て
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
、
関
係
法
令

に
対
す
る
正
確
な
理
解
と
着

実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
必
要
な
知
識
と
技

術
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、国
や
自
治
体
、

関
係
団
体
の
皆
様
と
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
正
し
い
計
量
器
の
使
用
は

社
会
活
動
の
根
幹
」

東
京
都
計
量
検
定
所
検
査
課
長　

齊
藤
正
樹

東
京
計
量
士
会

■
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

　

東
京
計
量
士
会
は
、
2
0

1
9
年
度
（
平
成　

年
度
）

31

定
時
総
会
を
下
記
に
よ
り
開

催
す
る
。

【
日
時
】　

年
（
令
和
元
年
）

19

5
月　

日　

、　

時
～　

時

17

（金）

15

17

【
会
場
】
T
K
P
東
京
駅
セ

ン
ト
ラ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
、
新
槇
町
ビ
ル　
11

階
「
B
室
」、
中
央
区
八
重
洲

1−

8−

　

、
電
話
0
3−

16

3
5
1
7−

2
3
8
0

【
議
事
】　
　

年
度
（
平
成

（1）
18

　

年
度
）
事
業
報
告　

同
決

30

（2）

算
報
告
、
同
監
査
報
告　
　（3）
19

年
度
（
平
成　

年
度
）
事
業

31

計
画
（
案
）　

同
収
支
予
算

（4）

（
案
）　

役
員
改
選

（5）

　

総
会
終
了
後
、　

時　

分

17

15

か
ら
同
所　

階
「
C
室
」
で

10

懇
親
会
を
開
催
す
る
。

■
番
組
放
送
の
お
知
ら
せ 

　

5
月　

日　
　

時
か
ら　

29

（水）
22

22

時　

分
、
N
H
K
、
E
テ
レ

45
新
番
組
「
又
吉
直
樹
の
ヘ
ウ

レ
ー
カ
！
」「
単
位
の
定
義
が

変
わ
る
」
を
放
送
す
る
。
お

笑
い
芸
人
で
作
家
の
又
吉
直

樹
氏
が
、
日
頃
の
食
や
健
康

な
ど
、
暮
ら
し
に
潜
む
フ
シ

ギ
を
独
自
の
視
点
で
見
つ
け

出
し
、
ひ
も
解
い
て
い
く
教

養
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
。
今
回

は
、
本
年
5
月　

日
、
1
3

20

0
年
間
、使
わ
れ
て
き
た「
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
定
義
」
が
大
き

く
変
わ
る
。
そ
こ
で
「
単
位

の
定
義
」
が
変
わ
る
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？
そ
も
そ
も
単

位
っ
て
ど
う
や
っ
て
決
ま
る

の
？
に
つ
い
て
単
位
の
国
際

基
準
を
決
め
る
「
国
際
度
量

衡
委
員
会
」
の
委
員
で
あ
る

臼
田
孝
産
総
研
計
量
標
準
総

合
セ
ン
タ
ー
長
に
お
話
を
伺

う
と
い
う
内
容
。番
組
で
は
、

当
士
会
小
林
会
長
が
、
は
か

り
の
検
査
で
使
う
基
準
分
銅

が
、
日
本
の
キ
ロ
グ
ラ
ム
原

器
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
検
査
を
通
じ
て
消
費
者

の
安
全
安
心
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
9
年
2
月
▽
8
日
＝

部
会
・
団
体

だ
よ
り

理
事
会
開
催
。　

月
開
催
の

12

理
事
会
議
事
録
の
確
認
、
月

次
会
計
報
告
、
新
年
会
会
計

報
告
、
表
彰
の
候
補
者
の
選

定
、
都
検
定
所
と
ガ
ラ
ス
製

計
量
器
届
出
製
造
事
業
者
意

見
交
換
会
の
報
告
（
J
I
S

改
定−

基
準
器
の
規
定
明

記
に
つ
い
て
）。

3
月
▽
8
日
＝
理
事
会
開

催
。
2
月
開
催
の
理
事
会
議

事
録
の
確
認
、
収
入
支
出
の

見
込
み
に
つ
い
て
の
報
告
、

年
度
末
処
理
の
確
認
、　

年
18

度
（　

年
度
）
事
業
報
告
の

30

確
認
、
経
産
省
か
ら
送
ら
れ

た
「
水
銀
等
の
貯
蔵
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
確
認

（
水
銀
の
具
体
的
な
貯
蔵
の

方
法
①
水
銀
等
の
容
器
又
は

包
装
②
貯
蔵
場
所
）。

▽
総
会
日
程
：
5
月　

日
28

　

、　

時　

分
～ 
（
グ
ラ
ン

（火）

15

30

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）

計
量
管
理
研
究
部
会

■
2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
定
時
総
会

　

東
京
都
計
量
協
会
の
計
量

管
理
研
究
部
会
は
、　

年
度

19

（
令
和
元
年
度
）
定
時
総
会

を
以
下
の
よ
う
に
開
催
す

る
。

【
日
時
】
5
月　

日　

、　

24

（金）

15

時
～　

時
17

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所【
議
題
】　
　

年
度
（
平
成

（1）
18

　

年
度
）
事
業
報
告　

同
収

30

（2）

支
決
算
報
告　

同
監
査
報
告

（3）

　
　

年
度
（
令
和
元
年
度
）

（4）
19

事
業
計
画
（
案
）　

同
収
支

（5）

予
算（
案
）　

役
員
改
選（
案
）

（6）

　

総
会
終
了
後
、「
う
お
や
一

丁
銀
座
本
店
」
で
懇
親
会
を

開
催
す
る
。

「
社
会
の
信
頼
に
こ
た
え
る

着
実
な
対
応
に
向
け
て
」

　

千
葉
実
佐
子

東
京
都
計
量
検
定
所 

副
所
長
兼
管
理
指
導
課
長



適
合
性
評
価
か
ら
み

た
標
準
化（
新
技
術

普
及
の
観
点
か
ら
）

　

前
回
ま
で
、
3
回
に
わ
た

り
『
適
合
性
評
価
か
ら
み
た

標
準
化
』
に
つ
い
て
述
べ
て

き
た
。
今
回
は
そ
の
シ
リ
ー

ズ
の
最
後
と
し
て
、
標
準
化

の
メ
リ
ッ
ト
の
「
新
技
術
の

普
及
」
に
焦
点
を
あ
て
る
こ

と
に
す
る
。

　

読
者
は
、
標
準
化
と
は
確

立
し
た
技
術
や
製
品
を
社
会

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
共
有
す

る
も
の
だ
と
い
う
考
え
を
お

持
ち
か
も
し
れ
な
い
。
標
準

化
す
る
こ
と
に
よ
り
互
換
性

が
高
ま
り
、
も
の
を
同
じ
に

す
る
こ
と
で
製
造
が
効
率
化

で
き
る
こ
と
か
ら
供
給
者
が

増
え
市
場
拡
大
が
望
め
る
。

今
で
も
そ
の
よ
う
な
標
準
化

の
意
義
は
不
変
で
あ
る
。

従
っ
て
、「
新
技
術
の
普
及
」

に
標
準
を
使
う
と
い
う
の
は

逆
の
発
想
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の　

年
で

25

標
準
化
の
分
野
で
は
図
1
の

よ
う
に
大
き
な
動
き
が
2
つ

あ
っ
た
。

　

特
に
重
要
な
1
つ
目
は
1

9
9
5
年
の
W
T
O
／
T
B

T
（W

orld
T
rade

O
r

g
an
ization

/
T
ech
n
i

calB
arriers

to
T
rad

e

）
協
定
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
強
制
規
格
や
適
合
性
評

価
手
続
の
作
成
の
際
、
原
則

と
し
て
国
際
規
格　
（
I
S

O
／
I
E
C
／
I
T
U
等
、

In
te
rn
atio
n
alO
rg
a

n
ization

for
S
tan
dar

d
izatio

n
/In
te
rn
atio

n
alE
lectrotech

n
ica

lC
om
m
ission

/In
ter

n
ation

alT
elecom

m

u
n
icatio

n
U
n
io
n

）　

を
基
礎
と
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
次
の
年
に
は

政
府
調
達
の
基
準
に
は
国
際

規
格
を
基
礎
と
す
る
こ
と
を

各
国
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

従
っ
て
、
も
し
も
思
い
通
り

の
国
際
規
格
を
策
定
で
き
れ

ば
（
し
ば
し
ば
標
準
を
「
取

れ
れ
ば
」
な
ど
と
表
現
さ
れ

る
）
そ
の
使
用
を
各
国
の
国

内
規
格
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
る
。
ご
く
極
端
に
言
え

ば
、
保
有
す
る
特
許
な
ど
の

知
財
を
そ
の
利
用
が
必
須
な

形
で
こ
っ
そ
り
標
準
に
埋
め

込
ん
で
お
き
、
十
分
に
標
準

の
利
用
が
浸
透
し
て
、
も
は

や
後
戻
り
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
特
許
実
施
料
の
請
求
を
開

始
す
る
こ
と
も
原
理
的
に
は

可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
は
標
準
と
い
っ
て

う
っ
か
り
安
心
し
て
使
う
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
こ
の
状
況
は
2

0
0
6
年
の
『
パ
テ
ン
ト
ポ

リ
シ
ー
』
の
成
立
に
よ
り
変

わ
っ
た
。
そ
れ
が
2
つ
目
の

重
要
な
動
き
で
、
標
準
に
特

許
を
必
須
の
形
で
取
り
込
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
、
そ
の

特
許
権
者
は
無
償
で
特
許
権

の
実
施
許
諾
を
お
こ
な
う
交

渉
を
す
る
用
意
が
あ
る
か
、

非
差
別
的
か
つ
合
理
的
条
件

（
R
A
N
D
）（R

eason
a

b
le
A
n
d
N
o
n
-D
iscri

m
in
atory

）
で
の
特
許
権

の
実
施
許
諾
を
お
こ
な
う
交

渉
を
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と

を
表
明
す
る
必
要
が
あ
り
、

も
し
ど
ち
ら
も
拒
否
す
れ
ば

特
許
権
に
依
存
す
る
規
定
は

標
準
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の

『
パ
テ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
』
が

代
表
的
な
国
際
標
準
機
関
で

あ
る
I
S
O
／
I
E
C
／
I

T
U
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
知
財
と
標
準
の
あ
り
方

の
ル
ー
ル
が
か
な
り
明
確
に

な
っ
た
。

　

現
在
で
は
そ
の
ル
ー
ル
の

下
で
、
市
場
を
拡
大
す
る
標

準
化
の
働
き
を
生
か
し
つ

つ
、
新
技
術
の
受
け
入
れ
促

進
の
た
め
に
も
標
準
化
を
使

お
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
特
許
の
実
施

許
諾
の
条
件
を
の
ん
で
標
準

化
す
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
特
許
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
製
品
で
は
そ
う
し
な

け
れ
ば
標
準
化
で
き
ず
、
分

野
に
よ
っ
て
は
標
準
化
無
し

で
は
技
術
が
広
が
ら
な
い
。

　

標
準
化
と
知
財
を
切
り
分

け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。

1
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
例
を

示
し
た
の
が
図
2
で
あ
る
。

あ
る
製
品
が
例
え
ば
3
つ
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
な
る
と
し

て
、
特
許
あ
る
い
は
ノ
ウ
ハ

ウ
で
守
ら
れ
た
部
分
（
モ

ジ
ュ
ー
ル
B
）
は
標
準
化
の

対
象
か
ら
外
し
、
そ
れ
以
外

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
A
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
C
は
標
準
化
す

る
。
標
準
化
に
よ
り
市
場
競

争
に
よ
る
低
価
格
化
を
進
め

れ
ば
、
全
体
の
製
品
の
コ
ス

ト
を
抑
え
ら
れ
最
終
製
品
の

価
格
競
争
力
を
得
ら
れ
る
一

方
で
、
利
益
の
源
泉
と
な
る

コ
ア
部
分
で
あ
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
B
は
独
占
で
き
る
。

　

も
う
1
つ
の
パ
テ
ン
ト
ポ

リ
シ
ー
に
制
約
さ
れ
な
い
標

準
化
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
、
製
品
そ
の
も
の
で
は
な

く
そ
の
製
品
の
評
価
方
法
を

標
準
化
し
て
製
品
差
を
見
え

や
す
く
す
る
試
み
が
あ
る
。

評
価
方
法
に
は
製
品
の
知
財

は
関
係
な
い
の
で
、
こ
の
場

合
も『
パ
テ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
』

の
適
用
を
受
け
な
い
。
よ
く

日
本
国
内
で
挙
げ
ら
れ
る
例

と
し
て
は
、
ネ
ジ
も
接
着
剤

も
一
切
使
わ
ず
に
、
金
属
と

樹
脂
を
非
常
に
高
い
強
度
で

接
合
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し

た
会
社
が
、
そ
の
優
位
性
を

説
い
て
も
当
初
は
自
社
評
価

デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
か
な
か

技
術
の
具
体
的
な
採
用
に
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

産
総
研
（
国
立
研
究
開
発
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

も
協
力
し
て
そ
の
よ
う
な
異

種
材
料
の
接
合
の
機
械
的
強

度
の
測
定
法
の
国
際
標
準
化

を
進
め
た
結
果
、
I
S
O
規

格
と
し
て
新
し
い
特
性
評
価

試
験
方
法
が
発
行
さ
れ
た
。

発
行
を
待
つ
こ
と
な
く
国
際

標
準
策
定
の
過
程
で
も
す
で

に
そ
の
技
術
の
認
知
度
が
高

ま
り
、
利
用
が
広
が
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
と
め
る
と
図
3
に
あ
る

よ
う
に
、
特
許
あ
る
い
は
ノ

ウ
ハ
ウ
の
独
占
だ
け
で
は
市

場
の
大
き
さ
は
限
ら
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
標
準
化
す

る
こ
と
に
よ
り
市
場
が
広
が

り
う
る
。
そ
の
場
合
、
標
準

化
の
方
向
が
正
し
け
れ
ば
、

仮
に
市
場
の
シ
ェ
ア
を
当
初

の
よ
う
に
1
0
0
％
確
保
す

る
と
い
う
こ
と
は
無
理
で
あ

ろ
う
と
も
、
あ
る
程
度
の

シ
ェ
ア
は
維
持
で
き
る
。
一

方
、
標
準
化
の
方
向
性
を
誤

る
と
せ
っ
か
く
市
場
の
拡
大

に
寄
与
し
て
も
シ
ェ
ア
を

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
ど
の
よ
う
な
標

準
化
を
お
こ
な
い
、
ど
の
部

分
の
技
術
を
秘
匿
化
す
る
か

な
ど
の
標
準
化
を
用
い
た
技

術
戦
略
が
必
須
で
あ
る
。

　

評
価
方
法
の
標
準
化
の
失

敗
例
と
し
て
し
ば
し
ば
あ
げ

ら
れ
る
の
は
、
液
晶
パ
ネ
ル

の
評
価
方
法
の
標
準
化
で

あ
っ
て
、『
き
れ
い
な
画
面
』

と
し
て
消
費
者
が
認
識
す
る

状
態
を
い
か
に
し
て
実
現
す

る
か
の
電
気
的
試
験
方
法
と

そ
の
合
格
要
件
の
細
部
ま
で

公
表
し
た
例
が
挙
げ
ら
れ

る
。
と
り
あ
え
ず
そ
れ
さ
え

満
足
す
れ
ば
『
き
れ
い
な
画

面
』
が
実
現
で
き
る
と
な
っ

た
た
め
、
後
発
メ
ー
カ
ー
の

図1　標準化に関しここ25年で注目すべき出来事

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
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と
適
合
性
評
価
（11）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

早
い
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
許

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
何
を
」「
い
か

に
」
標
準
化
す
る
か
が
重
要

な
の
で
あ
っ
て
、
標
準
化
対

象
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
と

な
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
極

端
な
場
合
は
標
準
の
数
な
ど

を
指
標
に
す
る
よ
う
な
標
準

化
の
方
針
は
厳
に
慎
む
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

本
連
載
は
適
合
性
評
価
が

主
題
な
の
で
、
も
う
一
歩
進

ん
で
標
準
化
と
適
合
性
評
価

を
組
み
合
わ
せ
た
例
を
挙
げ

た
い
。

　

時
々
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ

れ
る
の
で
見
ら
れ
た
方
も
お

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

補
助
用
装
着
型
身
体
ア
シ
ス

ト
ロ
ボ
ッ
ト
あ
る
い
は
リ
ハ

ビ
リ
用
の
医
療
関
係
ロ
ボ
ッ

ト
と
い
っ
た
生
活
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
は
幅
広
い
分
野
で
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
場
合
も
評
価
方
法
を
標
準

化
す
る
こ
と
で
製
品
の
公
正

な
比
較
が
可
能
と
な
り
、
消

費
者
の
製
品
選
択
が
容
易
に

な
る
こ
と
か
ら
、
J
I
S 
B 

8
4
5
6−

1
（
生
活
支
援

ロ
ボ
ッ
ト−

第
1
部
：
腰
補

助
用
装
着
型
身
体
ア
シ
ス
ト

ロ
ボ
ッ
ト
）
を
は
じ
め
と
し

て
多
数
の
標
準
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
の
技
術
は
重
労
働
の

身
体
へ
の
負
担
を
大
き
く
軽

減
す
る
た
め
、
建
築
、
物
流

等
の
産
業
分
野
の
み
な
ら
ず

介
護
、
家
事
等
へ
の
導
入
も

期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
導
入

す
る
企
業
側
も
、
自
ら
の
判

断
だ
け
で
は
労
働
者
へ
の
安

全
リ
ス
ク
を
取
り
づ
ら
く
、

製
品
の
安
全
性
が
認
証
さ
れ

た
製
品
を
求
め
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
標
準
化
と
そ
れ
に
基

づ
く
認
証
の
効
用
が
期
待
さ

れ
る
。

　

そ
の
他
の
新
技
術
と
標
準

化
あ
る
い
は
適
合
性
評
価
の

例
と
し
て
は
、
光
触
媒
技
術

あ
る
い
は
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

技
術
に
つ
い
て
は
、
標
準
化

と
合
わ
せ
て
マ
ー
ク
制
度
を

導
入
し
て
そ
の
市
場
拡
大
が

図
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
2

つ
に
関
し
て
は
、
回
を
改
め

て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
標
準
化
あ
る

い
は
マ
ー
ク
制
度
な
ど
の
適

合
性
評
価
活
動
は
新
し
い
技

術
や
そ
れ
を
用
い
た
優
れ
た

製
品
を
速
や
か
に
普
及
さ
せ

る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ツ
ー
ル
と
し

て
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
が
こ
こ
数
年
進

め
て
い
る
『
新
市
場
創
造
型

標
準
化
制
度
』
は
そ
の
後
押

し
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
次

回
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
認
証
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。

図2　標準化戦略の一例

図3　標準化による市場規模とシェアの変遷
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量
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き
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お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、東
京
都
計
量
協

会
の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
全
会
員
に
配
布
し
て
お

り
ま
す
。会
員
皆
様
の
ご
投

稿
・
ご
意
見
・
ご
質
問
の
ほ

か
、
各
部
会
等
の
動
き
な
ど

是
非
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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